


















【要約】

  不妊の原因として男性因子の重要性が注目されてきている.世界的に正常男性の精液所

見が悪化していることがいくつか報告されている.本邦でもそのような変化が認められる

かどうかはまだ明らかではないが,実際の臨床の場では男性因子のある患者の治療が増加

しつつあるのは間違いないと思われる.男性因子の治療では各種の薬物療法もあるが,最も

頻度が高い治療は人工授精である.今回配偶者間人工授精(AIH)および非配偶者間人工授精

(AIH)について検討し以下の結果を得た.

1)症例数 200例に行った AIHでの妊娠率は周期あたり 5.8%,症例あたり 16.0%であった.

2)425 例に行った AID での妊娠率は周期あたり 4.9%と AIH に比べ良くはないが,症例あた

りでは 44.8%と高い率を示した.


